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燃料電池・バッテリーハイブリッド車両のエネルギー効率評価
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超電導主変圧器の実用化に向けた交流損失低減と冷却特性向上
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　燃料電池は水素等を燃料として，電気エ
ネルギーと水を生成する大変クリーンで高
効率な電源として開発が注目されている。
鉄道総研ではこの燃料電池を電源として走
行する鉄道車両の開発を行っている。今回，
リチウムイオンバッテリーとハイブリッド
化し最大出力を360kWに増大させて回生
エネルギーも有効利用できる構成とした。
この構成で連続走行試験を実施し，燃費や
エネルギー効率等の評価を行ったので報告
する。

（鉄道総研報告，2009年11月号）

　超電導技術の在来鉄道への応用研究として，鉄道車両用主
変圧器の超電導化の可能性について，検討を進めている。こ
れまでに，軽量化のための最適設計，巻線構造や冷却システ
ムの検討などを行い，Bi2223系超電導線を用いた新幹線の
架線電圧25kVに対応する超電導主変圧器を試作し，その基
本特性の評価を行ってきた。しかし，実用化に向けて超電導
化のメリットである軽量化や効率向上のためには，巻線に発
生する交流損失を低減すること，大容量で軽量な冷凍機を含
む冷却システムを確立することなどが課題となっている。そ
こで，実用化に向けた特性向上として，超電導線の交流損失
を低減する対策，実用化に必要な1kW級の冷却能力に対応
する小型，軽量な冷凍システムの開発に取り組んだ結果，交
流損失低減対策を取り入れた幅の狭い低交流損失超電導線を
用いた巻線による効率の向上，大容量で軽量な冷凍機を含む
冷却システムの見通しを得たので紹介する。

（鉄道総研報告，2009年11月号）

図　連続走行試験におけるエネルギー・電力の例（空調ON条件）

図　低交流損失超電導線による巻線および軽量，大容量
な冷却システムを組み込んだ超電導主変圧器　
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